



2011 年１月『東亜日報』は、「韓流」がアメリカの CNN 放送で取り上げられた

















ほど目覚しい経済成長を成し遂げた。1981 年 7 月 24 日付けの『毎日経済新聞』で
は、これに対する当時のアメリカのフォーチュン誌の分析が取り上げられている。
アジアで韓国、台湾、香港、シンガポールが「第二の日本」として浮上している
という内容である。とりわけ韓国は、世界最大の白黒 TV 生産国でありカラー TV、
VHS レコーダーなど、高度の電子製品も国内の技術陣によって生産していると記
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1　『東亜日報』（社会、2011 年 1 月 3 日付けの記事）























2　『毎日経済新聞』「亜州 4 カ国新挑戦者として浮上」（1981 年 7 月 24 日付けの記事）
3　香港映画とフィルム・ノワール（「Noir」はフランス語で暗い映画を意味する。虚無的・
悲観的・退廃的な指向性を持つ犯罪映画を指した総称である。）を付けた造語である。










で円高の勢いはすさまじく、プラザ合意当時の 1ドル 242 円だったのが、1988 年に













































































われなかった。しかし、1991 年 11 月 14 日付けの『東亜日報』は「日本 TV 連続
劇人気回復」というタイトルで日本での「トレンディドラマ」の人気を報道した。
約 3 千万人が『東京ラブストーリー』を視聴し、これは 80 年代には見られなかっ
た現象であるという。時代の流れに合わせた若者たちのラブストーリーが大衆の


























































































































































































21  平田由紀江『韓国を消費する日本 - 韓流・女性・ドラマ』（韓国語、チェクセサン、ソ
ウル、2005）p.34~35
22  イ・スヨン『韓流ドラマとアジア女性の欲望』（韓国語、コミュニケーションブックス、
ソウル、2008）p.96
23  同上、p.13
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述べている 24。
1970 年代末にポストモダン社会入りした日本では、家族愛が希薄になっていっ
た。昔の家族関係を懐かしむ中高年女性たちが、家族関係が色濃く描かれている
韓国ドラマに「ハマって」いったのは自然な現象であるといえる。
7. おわりに
本稿では「韓流」にいたるまで東アジア地域で流行した香港映画とインド映画、
日本の「トレンディドラマ」ついて概観してきた。そして、その背景には東アジ
ア国々の経済発展と日本のバブル経済、メディアのグローバリゼーション現象が
起きていたことがわかった。そこから見えてきたのは「韓流」がある日突然現れ
た文化現象ではなく、こういった文化越境の流れの中で、とりわけ日本のポップ
カルチャー、その中でも「トレンディドラマ」の影響を大きく受け、形成された
ということである。その影響関係を『東京ラブストーリー』と『ジェラシー』を
通して明らかにすることができた。
さらに、東アジアで日本の「トレンディドラマ」が受容される以前に、『東京ラ
ブストーリー』が描く世界と一脈通ずる村上春樹の『ノルウェイの森』が既に読
まれていたことが、「トレンディドラマ」の人気に拍車をかけるきっかけを与えた
こともわかった。
くわえて 90 年代、日本の「トレンディドラマ」の影響を受け、韓国は「韓国型
トレンディドラマ」を次々と作り出したが、日本で大ヒットした韓国ドラマ『冬の
ソナタ』を通して韓国型「ポスト・トレンディドラマ」は、若者の恋愛を「ホー
ムドラマ」と「トレンディドラマ」を折衷した形で表現していることがわかった。
筆者はここで「韓流」の独自性を見出すことができた。
興味深いことに、日本で古臭いとされる純愛と家族の絆をテーマとし、洗練さ
れているとはいえず、韓国の若者にも背けられたドラマ『冬のソナタ』が日本を
始めとした東アジア、フィリピン、ベトナム、インドネシアなどの東南アジアを
越えて、中東のエジプト、南米までへと人気の領域を拡張させている。本稿での
考察は、この現象を解明する手がかりとなり、現在の日本社会と世界がどのよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
24  前掲載、丁貴連、p.29
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な価値を必要としているのかという問いに答えるためのヒントを提供できると筆
者は考える。
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